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　結　　　果

　側鎖に二 璽結合を有する不飽和酸は それ に対応 す る

飽和 uelC比 し抗菌性が 強く， 且 つ 側鎖の 二 重結合が共

軛的な もの が共軛的 で ない もの に 比 し抗菌力が優れて

い る こ とを再確認 した。

　核置換体に つ いて は ニ トロ 基 の 配位と抗菌性g）間に

は先報と異つ た結果が得 られた．又 メ チ レ ン オ キ サ イ

ド基を導入す る と抗菌力 は抵下す る．

　側鎖 に種 々 の 基を導入 した結果に就て も報告す る．

50．抗生物質の 識酵工業へ の 応用

　　　（第 2 報 ） 酒 精醗 酵 へ の 応 用

　　阪大 工 醸 酵

　田口久治 ， ○吉川光
一

， 山尾 厚
一
郎

　 目　　　 的

　前画演者等 は 翫枯 し中の 汚染細菌 に 抗生物質を応用

す る事 に就 き発表した が本報 に 於 い て は ア ル コ ール 醸

酵 の種 々 型式 に於け る醪申に混入 す る細菌 に 依 る 腐

敗 ，醸 酵歩合低 下 を防止 す る為に抗生 物質を使用 した．

　実 験 方 法

　汚染細菌 を分離す る試料と して ア ミ ロ 酒母液体麹法

に於 け る醸 酵 初 期 醪 及 び 酵母 接 種後 4時 間 を経 過 し た

もの 並びに 開放 タ ン クの醸 酵終了醪 を使用 した．汚染

細菌 に 対 して は Penicillin，　Aureomycin ，　 Streptomy ・

cin ，　 Neomycin ，　 Bacitracin，　Polymyxin ，　Ferromyein

の 7襯 の 抗生物質を用 い 各菌株 に対す る最小阻止濃度

を通 常 の 稀釈法 に 依 り決 定 し た．又 土 壊懸 垂 液 を添 加

した 開放方式 で抗生物質添加に 依 る醸酵歩合へ の 影響

を調べ た．

　結　　　果

　各試料よ り分離した細菌を菌学的性状に 依 り且9種に

分類し た．各種抗生吻質 に 依つ て 夫 々 の 濃度で 阻止 さ

れ る菌株数 は次表の 如 くで あ る．

完全 阻止 され る菌株数

　又 Penicillin　 O．且γノml ，
　 Aureomycin　 lr／ml ， 及び

Aureomycin 　o．lr／ml 十 Penicirlin　o．olr！ml の 併用の添

加 に依 つ て 醸酵歩合は 2〜5％対照よ り良好 で あつ た．

51．抗生物質の鹸酵工業へ の 応用 （第 3報）

　　 酒 稿醸酵汚 染細麓 の 生 産 する抗酵毋 物質

　 　阪 大 工 醸 酵

　 ○田口久治 ， 吉川光r ， 野本哲也

抗 生 物 質
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　 目　　　 的

　前報に於 ける酒精醪よ り分離した汚染細菌の
一

種 B

！4号菌 が抗酵母物質 を生産す る事が 判明 し た．此 の 種

細菌 に依 る醪汚染が酒精醸酵歩含に及 ぼ す影響 は 大な

る もの と考 え られ る の で ，従来の 細菌 の 生 産す る 抗酵

母物質との異同を究明 し概物質の 酵母阻害機作 を 追究

する もの で あ る．

　 実験 方法 及 び 結 果

　本報 に於 い て は B14 号菌 の 菌学的性質を解明 し甘藷

一ブイ ヨ ン 培地使用の 振盪培養 に依 つ て 得た認液及び

菌体か らの 抗酵母 物質の 抽出条件を検討 し た．

　 B14 号菌 は運動性を有す る槹菌 で B ．　 subtilis に 属す

る．本菌 は Polymyxin に 依 つ て 0．1γ／ml の濃度で発

育を阻害され る．本菌の 生産す る抗酵母物質 は培養 2

日 目に 最高力価 とな り， 培地pH は 7・8に 達す る．培養

液 の pH を 2 に 調整す る と菌体 と共 に 白色沈 澱 が 生 ず

る．此の 沈澱中 に 抗酵母物質が含有 され ，
メ タ ノ ール

le　1昼夜浸漬す る と S タ ノ ール 中 に 溶出 され る．メ タ

ノ ール 溶液 を真 空 濃縮 し乾澗後少量 の メ タ ノ ール に 溶

解 せ しめ ，
エ ーテ ル を 5 倍量添加す る と黄色沈澱 を 生

ずる，培養液 の 白色沈澱を濾別 した 濾液中に も同
一

と

考え られ る抗酵母物質が含有され ♪ 活性炭 に 吸着後 ，

メ タ ノ ー
ル で 活性炭 か ら溶出 し 上述の方法 と同様 に し

て 黄色粉末 （4000／mg ）を得 る 事が出来 た，本物質 は

熱 に不安定 で ， 酸性 ♪ ア ル カ リ 性 に 於 い て 共 に 100℃

30分加熱で力価を消失する．又本吻質は A・niger ，　P・

crJsogenum 等 の 微類 に は抗性を示さず， 粗粉宋の ニ ン

ヒ ド リン ， ビ a 一レ ツ ト反応 は共 に 陰性 で あ る事か ら

既知 の 抗黴物質 Bacillomycin
，
　Golifbrm丘n

，
　Cormin

，

Eumycin
，
　Fungistatin

，
　Mycosubtilli豆 等 と は異な る興

味ある物質 と考 える．

52，Aerabacter属細菌の 生産す る Polysa −

　　 ccharide の研究　（纂 4 報）

　　　構成糖成分 に つ い て

阪大工 醸醒 ○東 登志 彦， 三 崎 旭
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　 目　　　 的

　 A ．ctoaseae 一
変株 は Glucose

，
　Sucrose

，
　Lactose等 の

炭素源より多量 の Extracellular　 Polysaccharideを生

産するがその 構成糖成分を確認す るた め種 々 の条件で

加水分解を行な い
，
Chromatography に よつ て 構成糖

を分離し た．

　実　験　方　法

　Polysaccharide の 加水分解 は硫酸 ・塩酸 ・蓚酸 ・蟻

酸 らを用い ， その 濃度及 び 温度を数段階 に分けて 試み

た．Ghromatographyは 濾紙粉末の カ ラ ム を用い ， 抽出

は水飽和n 一ブ タ ノ ール を使用した．夊構成糖 は Paper

chromatography と ア ン ス ロ ン 法 ・カル バ ゾール 法を

併用して 定量を行 つ t ．

　結　　　果

　Polysaccharideの加水分解物 は ブ タ ノ ール ・ピ リヂ

ン ・水系溶媒 に よ る Paper　chromatography で は Rf

O・53
，
0・42

，
0．39

，
0．12の spot 及 び Base−1ine近 くに

も う一つ の sp ・t を認めた、加水分解物を 70％ ア ル コ

ール で 処理 して Acidic　Saccharide の Ba 塩を除 き，

残 る中性糖成分を濾紙粉末 に よ るPartition　Chrornat（”

graphy に よ り D −glucese ，　 L −fucose及 び少量 の D ・

galactose な る こ と を夫 々 の 誘 導体 を調 製 して 確認 し

た．Rf 　O・12の 成分が D −glucuron三c　acid で あ る こ と

はその Lactone の結晶を 作つ て 確認した．　 Base・line

近 くの spot は その 部分を抽出 し て蟻 酸で更に 加水分

解すると 】）−glucoseと D ・glucuronic 　acid を 略 々 当量

与 え る こ と よ り両 者 の 結合に ょ る Aldobiouronic　acid

で あ る と思 われ る．

　硫酸 ・塩酸に よ る処理 に よつ て 加水分解物申の D −

91ucuronic 　 acid の 量 は 相当減少 し Aldobiouronic　 acid

は殆んど見 られ な い ，一方， 蟻 酸
・
蓚酸処 理 に よ る加

水分解 で は D −glucuronic　acid の 脱壊は殆 ん どな く，

Aldobiouronic　acid が 認め られた．

53．B ．　PolymJxa　1 変株の 生成する細菌多糒

　　 類ラム ノ ガ ラクタ ンの 研究 （第14報）

　　　鉄複合体及 び 硫酸 エ ス テ ル に つ い て

阪大 工 醸酵　寺本四郎 ， 〇三 崎　旭

　 目　　　 的

　先に 報告 （醸工 誌 ，
36

，
176

，
1958） した様 に Rh −

amnogalactan はそれ自体血漿増量剤等医薬剤 ｝こ適 し

te性質を有す るが 吾 々 は更 に Rhamnogalactan が水溶

性鉄複合体 と形成す る事 を見出した の で そ の 医薬的応

用 の 見地 よ り調製法及び性質に就い て検討し た．一
万

Rhamnogalactan を ス ル ホ ン 化す る と相当の 抗血液凝

固作用の あ る事を知つ た の で それ に つ い て も実験を行

つ た，

　 寞　験　方　法

　 試料 として は種 々 の 大 きさの Rhamnogalactan部分

解合物　（醸工 誌，　36，　320，　1958）　を用 も、流こ．

　鉄複合体 ： Rhamn ・galactan の 存在下 に 鉄化合物 と

ア ル カ リを反応させ る時可溶性鉄複合体が 生成す るの

で 鉄化合物の 種類 ， ア ル カ リの 種類等種 々条件を変 え

て 調製法を検討し鉄複合等 は 透析 に 依 り精製 して ア セ

トン 等で沈澱せ しめた．

　硫 酸 エ ス テ ル ： 極限粘度 ， 〔η〕
＝O．083・vO ．417の 二 ，

三 の Rhamnogalactan 試料 （1部）をFormamide （10

部）申で Chlorosulfbnic　acid （2部）と27℃ ，
20時間

反応せ しめ た後 ソーダ塩 と して 精製 した．

　又上 の 方法 で得 られた Rhamnog 鼠lactanの鉄複合体

及 び 硫酸 エ ス テ ル に つ い て 理化学的性 質及び 二
， 三 の

臨床的性質 を調べ た．

　結　　　 果

　安定 な水溶性 Rhamnogalactan鉄複合体 は硫酸第 2

鉄 ， 塩化第 2鉄及 び クエ ン 酸等 三 価 の 鉄化合物 をア ル

カ リと Mild な 条件で 反応せ しめ る 事 に よ り得 られ る．

鉄複合体は 非結晶性 の 赤褐色粉末 で鉄含量 は通常 15〜

20％ で あ る．高濃度（鉄 と し て50mg ！m 似 一ヒ）で も pH

の 変化 ，熱等 に 対 して 安定 な水溶液 とな り毒性 は LDfiO
罵nOO − 2  mg ！kg で 血清 と反応 して も沈澱 を生 成

せ ず増鉄用注射剤として の 利用 が考え られ る．

　
一

万 Rhamnogalactan 硫酸 は 〔ts〕餮一19．2・−22．7

で 硫黄含量 12〜14％の 白色粉末で あ る．抗血 液凝固力

は試料 に依 り若干の 差異が あ るが lmg に つ き 7−−14

  its（Heparin の 測 定 法 に 準ず）で毒性 は分 子 鬘 の 大

な る に 従 い や や強 くな る が LD50 　 ・600− 700　mglkg

（マ ウ ス 静脈注射） で あつ た．
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